
【感染症発生動向調査事業から】 
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川崎市におけるインフルエンザの定点当たり報告数は、令和８年第３２週

（８月３日～８月９日）に１．６１人となり、流行開始の目安である定点当た

り１．００人を超えました。区別では、高津区が定点当たり４．６７人と最も

多く、次いで幸区が３．５７人となっています。また、本市のリアルタイムサ

ーベイランスでは、７月以降Ａ型インフルエンザの報告数が増加しています。 

流行開始時期が例年とは異なるため、今後の流行状況を注視し、手洗いや咳

エチケットなどの基本的な感染対策を心がけましょう。 

今、何の病気が流行しているか！  

第３２週報告数第１位 インフルエンザの流行が始まりました！ 

令和８年８月３日（月）～令和８年８月９日（日）〔令和８年第３２週〕の感染症発生状況 

第３２週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）感染性胃腸炎 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は４．７１人と前週（６．７３人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は１．７１人と前週（２．３８人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は１．６３人と前週（１．４６人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

第３２週報告数第３位 

第３２週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策課・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和８年８月１２日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 
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川崎市におけるインフルエンザ発生状況（５年間） 川崎市におけるインフルエンザ分布マップ 
（令和８年第３２週） 

川崎市感染症情報発信システム（KIDSS） 

令和８年７月以降に、健康安全研究所で検
出されたインフルエンザウイルス３件の内
訳は、Ａ香港型が１件、AH１pdm０９型が
２件でした。 

インフルエンザウイルスの検出状況について 


